
長期不在時、凍結防止のために水抜きが必要な地域では、配管の最下部に水抜きバルブを取付けてください。

8m以内
（3階対応）

貯湯ユニット

● 給水圧力が低いと、十分な性能が得られない場合があります。
● マッサージシャワーヘッドのような抵抗のあるシャワーヘッドを使用した場合、十分な性能を得られない場合があります。

階下給湯の場合 2階、3階給湯の場合

パワフル高圧給湯（330kPa）の場合

＊3階ではシャワーは使用できません。
(手洗い程度であれば使用できます。）

高圧給湯（210kPa）の場合

● 給湯配管には必ず階下給湯用 負圧弁付空気抜き弁（別売品：KHBK5B43）、
流量調整弁（現地調達品）を取り付ける。　　　　　　　　　　　　　　
空気の混ざったお湯が出る場合は、貯湯ユニットへの給水量が不足しています。
流量調整弁で給水量と給湯量のバランスを調整してください。

● 負圧弁付空気抜き弁を取り付けないと、給水圧がかかっていない状態でじゃ口
（湯水混合水栓）を開けたときに、熱いお湯が出てやけどをするおそれがあり
ます。負圧防止や空気抜き以外の役割もあるため、必ず正しい型式の負圧
弁付空気抜き弁を取り付けてください。 

● 貯湯ユニット設置面より、浴そうまでの高さは上方4m以内、風呂接続アダプター中心線より下方フルオート1.5m以内としてください。

● 貯湯ユニットの設置場所からお湯を使用する場所までの配管長は、
  できるだけ短くしてください。
  配管長が長いほど、じゃ口を開いてから設定温度のお湯が出るまでの
  時間が長くなります。

ふろ配管施工基準　貯湯ユニット～浴そう間

※1. フルオートのパワフル高圧給湯は3階用「風呂水位センサー」（別売品）の取付により、4～7ｍまで対応（3階対応）が可能です。別売品についてはP.29～30・P.48をご覧ください。

※3. 負圧弁付空気抜き弁は空気抜き弁と逆止弁が一体になった部品です。逆止弁側を貯湯ユニット側に配置して設置してください。　※4. 貯湯ユニット設置面とは貯湯ユニットの脚が固定
されている面のことです。貯湯ユニットが段差の上に設置されているときも、必ず貯湯ユニットの脚が固定されている面よりも上に負圧弁付空気抜き弁を設置してください。

フルオート 4m以内※1

(オート 7m以内)

フルオート 1.5m以内
(オート 4m以内)

貯湯ユニット ふろ接続
アダプター

ふろ接続
アダプター

浴そうあふれ縁

■配管施工基準

貯湯ユニット～ヒートポンプユニット間施工基準

水抜きバルブ
（現地調達品）

高低差
3m以内

貯湯ユニット 貯湯ユニット

ヒートポンプ
ユニット

ヒートポンプ
ユニット

水抜きバルブ
（現地調達品）

空気抜き弁
  （別売品）

空気抜き弁
  （別売品）

鳥居高さ
3m以内
1ヵ所まで

配管長はできる限り短くしてください。放熱ロスが大きくなります。
鳥居配管はできるだけ避けてください。空気が抜けにくくなります。 保温材厚さ

配管全長
20ｍｍ10mm※2

5～15ｍ
30ｍｍ

15～25ｍ5ｍ以内
※2. 寒冷地タイプは20mm

● 銅二層管は、途中（曲げ部等）で継手による
  接続は行わないでください。
  （沸き上げ運転できない場合があります）

● 複層フッ素樹脂ホースは、途中（曲げ部等）で
  継手による接続は行わないでください。
  （沸き上げ運転ができない場合や、
  配管の更新ができない場合があります）

10ヵ所以内曲り箇所
最大配管長 25ｍ以内

5ヵ所以内
15ｍ以内

10ヵ所以内
25ｍ以内

5ヵ所以内
15ｍ以内

呼び１３ 呼び１0 １３A １0A

10ヵ所以内
25ｍ以内
呼び10

銅管
φ12.7

銅二層管（RoHS指令相当品） 架橋ポリエチレン管 複層フッ素樹脂ホース

● 配管の種類・サイズにより最大配管長は異なります。

※ウルトラファインバブルアダプター（別売品）を設置する場合は、次の制約に従って施工して
　ください。１３Ａ：片道５ｍ以下、５曲がり以下／１０Ａ：片道３ｍ以下、５曲がり以下

10ヵ所以内曲り箇所
最大配管長 15m以内

10ヵ所以内
15m以内

架橋ポリエチレン管
１３A

銅管 φ12.7

■ 給湯加圧装置の取付配管施工基準

メンテナンス用水抜きバルブ

メンテナンス用止水バルブ

負圧弁付空気抜き弁 
空気分離器

（湯） （水）

流量調整用バルブ

給湯加圧装置（現地調達）

P

注）湯水混合栓に逆止弁が付いていない場合、給湯加圧装置の出口に逆止弁を付けてください。

給湯圧が不足する場合、設置してください。

〔高圧給湯（210kPa）タイプのみ〕

● ヒートポンプユニット据付所要スペース

H
A

吹出側壁面高さ

100mm以上

（サービススペース）

300mm以上
100mm以上

100mm以上100mm以上
300mm以上

（サービススペース）

■ 据付所要スペース

ヒートポンプユニット～貯湯ユニット間〈角型〉

ヒートポンプ
ユニット

300mm以上

貯湯
ユニット

前面

貯湯
ユニット

前面

100mm以上 300mm以上

● 貯湯ユニット据付所要スペース
〈薄型〉

（平面図）※5 （立面図）

45mm以上※6

貯湯
ユニット

200mm以上

貯湯
ユニット

600mm以上
800mm
以上推奨( (

前面

注）据付所要スペース以外に本体の搬入・搬出ができるスペース及び通路を確保してください。 貯湯ユニットおよびヒートポンプユニットは水平に設置してください。

（平面図）（平面図）

※6

45mm
以上

貯湯
ユニット前面

貯湯
ユニット

600mm
以上

（800mm
以上推奨）

（平面図） （立面図）

ヒートポンプ
ユニット

■ 据付場所の選定

※5. 右側面が壁の場合も本図に準じてください。　※6. 据付作業性上200mm以上のスペースの確保をおすすめします。

給湯側水栓、全開時の湯の
出かたを確認してください。

（空気が混入していないかどうか）

●

貯湯ユニットの出湯側に空気分離
器と負圧弁付空気抜弁を必ず取付
けてください。（給湯加圧装置が空
気を吸わないように）
・空気分離器
・負圧弁付空気抜弁

●

給湯加圧装置の吸込側、吐出側配
管には、バルブを必ず設けてくださ
い。点検、修理、または流量調整をす
るときに必要です。
水抜きバルブを必ず設けてください。
吸込側配管内の切りくずなど、ごみ
を十分洗い流してから、給湯加圧装
置を接続してください。

（故障の原因になります。）

●

●

●

ふろ鳥居配管施工基準

給湯配管の制約

水抜きバルブ
（現地調達品）

ふろ接続
アダプター

鳥居高さ
３m以内
1ヵ所まで

貯湯ユニット

吹出側障害物高さ
Hが1200mm以下

350mm以上A

吹出側障害物高さ
Hが1200mmを超えるもの

600mm以上A

〔下記の条件を満たす場所に、お客様の同意を得て据え付けてください〕

（平面図）（平面図）（平面図）（平面図） （立面図）（立面図）

吹出側に障害物がない場合

ヒートポンプユニットが
左にある場合

ヒートポンプユニットが
右にある場合

吹出側に障害物がある場合

（図は角型です）

貯湯ユニット

5m以内
（2階対応）

エコキュート・おひさまエコキュート 施工上のご注意

■ ヒートポンプユニット

■ ヒートポンプユニット・貯湯ユニット共通
● 消防法およびこれに準ずる各都道府県条例に必ず従う。 ● 機器性能や保守点検のため、

「据付場所の制約」を満たす所に据え付ける。 ● 通気性の良い、搬入、搬出が可能な場所に
据え付ける。 ● 雨や雪が降ったとき、水につからない所に据え付ける。 ● 水系統の配管に
ヒートポンプユニットの風があたらないようにする。 ● 海岸地域など塩分が多い所、硫化ガス
成分が多い所、機械油などの油の蒸気が発生する所には、据え付けない。 ● 寒冷地タイプで
は最低気温が－25℃を下回る地域には設置しない。ただし貯湯ユニットは、－20℃を下回る
地域では、屋内に設置する。 ● 寒冷地タイプ以外では最低気温が－10℃を下回る地域には
設置しない。 ● 可燃性ガスの漏れるおそれのない所。 プロパンガス容器から２ｍ以上離す。

■ 貯湯ユニット
● 浴室など湿気の多い所には据え付けない。 ● 水が流出しても支障のない
所。 ● 貯湯ユニットは、運転中に若干の運転音を発生することがあるので、
音が気になる所には据え付けない。 ● 雨、強風、直射日光があたりにくい所。 
● 満水時の質量に十分耐える基礎工事を行い、水平に据付けできる所。 
● 貯湯ユニットの設置場所からお湯を使用する場所までの配管長は、できる
だけ短くする。配管長が長いほど、じゃ口（湯水混合水栓）を開いてから設定
温度のお湯が出るまでの時間が長くなります。 ● 貯湯ユニットを運搬する場
合は、前面を上にして梱包状態のまま、貯湯ユニット背面上部の把手と下部
の木枠を持ってください。

【屋内設置をする場合】 
● 上下部に通気口を設け、密閉室にしない。 ● 水が流出しても、防水、排水が
できる所。 ● 水平な場所に設置する。 ● 詰め物などで水平をとるのは禁止。

【積雪地域に据え付ける場合】 
● 小屋がけをして、雪がかからないようにする。

■ ヒートポンプユニット
● 屋外、床置きにて据え付ける。 ● 水平に据え付ける。（水漏れ、水たまり、凍結の原因） ● 経
年により傾いたり、ずれたりしない所。 ● ヒートポンプユニットの脚は、ドレン工事が可能な高さを
確保し、必ず簡易基礎に固定する。 ● 排水されたドレン水が流れても問題のない所。 ● 吸込
口・吹出口に障害物のない所。（降雪地では、雪でふさがれない所） ● 雨、強風、直射日光があ
たりにくく、風通しの良い所。 ● テレビ、無線機などのアンテナより、３m以上間隔を取れる所。 
● 運転音や冷風が隣家の迷惑にならない所。（特に隣家との境界線では、環境基本法第16
条の規定に基づく騒音に係る環境基準および都道府県の条例などを満足すること）

【積雪地域に据え付ける場合】 
● 高置台に設置して、防雪板、防雪屋根などを取り付け、雪入り対策を行う。

階下給湯
５m以内

負圧弁付空気
抜き弁は貯湯
ユニット設置
面（※4）より
上に取付け

イラストの
向き（※3）で
取付け

貯湯ユニット

）
湯
（

給水
（水）

負圧弁付空気抜き弁
（別売品）

流量調整弁
（現地調達品）

逆止弁側空気抜き弁側
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